
 

 

          お客様体験談 

 

 

Saya さん（大学生）         

プログラム：長期留学 

■一校目：ＫＧＩＣ 

◎コース：一般英語→パワースピーキング 

      →ビジネス英語 

■二校目：ＶＩＡ 

◎コース：TESL（英語教授法） 

 

1. ビクトリアを留学の都市に選んだ理由は？ 

私は田舎で育ったため都会は苦手で、静かなところで勉強に集中したいと複数のエージェ

ントさんに相談したところ、みなさんにビクトリアをすすめられました。また、ビクトリアの気

候や引退後のお年寄りが多く街全体がのんびりしている、という点も自分に合っていると

思い、この都市を選びました。 

 

2. 数あるエージェントの中から、ビクトリア留学.com をお選びいただいたご理由、また利用

いただいてのご感想をお聞かせください。 

 

始めは、大手エージェントとビクトリア留学.com で迷っていました。「大手の方が安心」と大

手エージェントさんに手続き料 10 万を払った直後、連絡が取れにくくなったり、何か相談し

ても「ご自分で探してください」と言われたりして、留学が一気に不安になりました。 

（お断りの連絡をするのを忘れていたため）えりなさんが連絡をくださった際、このことをお

話して、同じ期間同じ学校で料金の見積もりを出してもらったのですが、約 40 万円もの差

額が出ました。自分の調査不足に大ショックを受け、留学自体やめようと思いました。 

ですがえりなさんが一緒にショックを受けてくださり、一緒にこの 40 万が何のために使わ

れるのか調べてくださったりして私を励まして下さいました。結局このお金は全部エージェ

ントに流れるもので、留学それ自体には不必要なお金だとわかったので、この大手エージ

ェントとは契約を切りました。手数料は返ってきませんが、それでもビクトリア留学.com の

方が安く済むし、何より手数料も何も払っていない、契約をしてもいない私をここまで助け

ていただいたえりなさんに私の留学をサポートしていただきたいと強く思いました。出国に

向けてはもちろん、カナダに来てからも励ましのお言葉など、いつものとっても迅速なメー

ルを通してお世話になっています。エージェントを変えた私の選択は絶対に間違っていな



かったと思っています。ビクトリア留学.com はビジネス目的ではなく、留学希望者一人ひと

りのための留学をサポートしてくれるので、カナダ留学・ビクトリア留学をお考えの方にはこ

ちらのエージェントさんを強くおすすめします。 

 

◎生活編 

 

1.ビクトリア留学/ワーホリで一番の思い出は何ですか？ 

 学校のイベントであるディベートコンテストに参加したことです。チームメイトと毎日学校に残

って話し合いをしたり、本番では全校生徒の前で討論したりと、留学後１か月でスピーキング

には自信がなかった私にはとてもハードな時間でしたが、このコンテストをきっかけに、下手く

そな英語でも話す事にとても積極的になり、友達も増えましたし、これまで以上にもっと英語を

しっかり学びたい！という思いが強くなりました。友達からも「ディベート大会以降変わったね」

とよく言われます。一番大変で、一番大切な思い出です。 

 

3. ビクトリア留学.com の厳選ホームステイへの感想をお聞かせください。 

 

 ステイ先はとても快適です。私のホストファミリーは日本人の受け入れに慣れているので、

日本人にありがちな英語のミスや発音の違いを指摘してくれる先生でもあります。 

「ボランティアをしてみたいんだ～」と何となく話したところ、ホストマザーが私の興味のありそ

うなボランティアを行っている知り合いの方に連絡をとってくれたので、他の人よりすんなりと

ボランティアを始める事ができました。クラスメイトの中には料金を払っているのに食事が提

供されないなどの問題でステイ先を転々としたり、シェアハウスに移ったりする人がとても多

いので、何不自由なく同じステイ先にずっと暮らしている私は本当に恵まれていると感じま

す。 

 

最後に、現在ビクトリア留学やワーホリを検討中の方へ、アドバイスをお願いします！ 

 のんびり留学生活を楽しみたい方、勉強に集中したい方にとって、ビクトリアは最適な場所

だと思います。留学準備中から留学中まで、思い通りにいかず悩むこともたくさんありました

が、いつもえりなさんと学校の仲間、ビクトリアの温かい人々に支えられて、とても良い留学生

活を送ることができました。迷っているならまずは短期で行ってみることをお勧めします。短期

でも多くの事が学べますし、もっと滞在したいと思ったらまたじっくり計画を立てて、戻って来ら

れます。すべては自分次第だと思います！ 

 

     


